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令和８年(2026 年) ８月 

山口地域農林水産業・農山漁村振興協議会 
  

【山口県漁業就業支援フェア】 

【治山ダムの整備】 

【森林整備（保育間伐）】 

【販売協力専門店の開設】 

【山口型放牧（視察の様子）】 

【ハンティングドローン】 

【区画整理（ほ場整備）】 

【新規就農者への技術指導（イチゴ）】 

【特定家畜伝染病防疫研修

（実習）】 

【タマネギ高性能収穫機】 

【赤潮モニタリング調査】 【ため池点検パトロール】 
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Ⅰ 取組内容                         
 
１ 成長を支える多様な人材や中核経営体１の確保・育成 

 （１）地域をけん引する中核経営体の育成と経営基盤の強化 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年 

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

農業中核経営体数     （経営体） 119 125 118 119 130 

集落営農法人連合体数   （連合体） 3 3 4 4 5 

法人漁業経営体数(共同経営体含む)※１

（経営体） 
14 16 17 17 19 

    ※１：山口農林水産事務所水産部管内（下松市～山陽小野田市）の数値 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 

【農業】 

ほ場整備を契機に組織化した設立間もない集落営農法人２や、経営改善意向のある 

   法人、法人化を志向する認定農業者等に対し、山口県農業経営・就農支援センターの 

   専門家派遣等を実施し、経営強化を支援しました。 

集落営農法人における新規就業者の受入・定着促進や、就業者の意欲向上に向け、

山口市南部地域や阿東地域において、集落営農法人就業者によるネットワーク組織の

活動を支援しました。 

山口市仁保地区では、関係機関や山口県農業経営・就農支援センターの専門家と連

携して、地区内の集落営農法人から規模拡大にも意欲的な大規模経営体への円滑な農

地継承を支援し、担い手間の連携による持続可能な地域営農体制の再構築を図りまし

た。 

既に、連合体を組織している(株)Ｆに対しては、関係機関と連携し、やまぐち農業

担い手の経営発展支援事業の申請や無駄を排除するトヨタ生産方式「カイゼン」の活用支

援をはじめ、新規就業者の育成に係る取組等を通じて、組織体制の強化を図りました。 

 

 

【秋穂マガキの販売・イベント出店】 【山口南集落営農法人就業者ネットワーク研修会】 
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【林業】 

「森林デジタル人材育成研修」を活用して、スマート林業技術や各種デジタルデー

タの高度利用を可能とする人材の育成を支援するなど、林業経営体の育成に取り組み

ました。 

林業作業の担い手の確保を図るため、「林業サポーター確保研修」３の参加者を募

集し、受講の手配をしました。 
 
【漁業】 

中核的漁業者等の収益性向上に向け、事業の多角化や低利用資源の活用などの取組

を支援しました。 

吉佐支店（秋穂地区）の漁業者が実施しているマガキ養殖については、安定した種

苗確保体制の構築のため、天然採苗試験と３倍体との成育比較試験について支援しま

した。生食用出荷の海域指定に向け、関係機関との調整や検査計画書の作成を支援し、

11月から水質と可食部の検査を開始しました。また、認知度向上のために防府さかな

祭りほか、地元のイベント等への出店に係る支援を行いました。 

実施しているヒジキ収穫の取組については、新たな箇所で乾燥試験を行って乾燥場

所の拡大を図り、来漁期に向けた増産体制を整えました。 

漁業士、漁業士候補者を対象とした研修会を３回実施しました。 

 

今後の対応 

【農業】 

ほ場整備を契機に法人化を検討している地域や意欲ある認定農業者に対し法人化

や規模拡大等による経営強化を図ります。 

地域計画の実現に向けた取組を支援し、農地の集積・集約化及び集落営農法人の連

携や再編等を進めます。 

中核経営体 1の経営安定を図るため、専門家派遣等の様々な事業活用を支援し、新

規就業者の確保及び育成をはじめ、生産拡大や経営の安定化を推進します。 
 

【林業】 

林業事業体の集約化による効率的な森林施業を推進します。 

森林管理業務等の省力化を図るため、スマート林業技術や各種デジタルデータを高

度利用できる人材の育成を推進します。 

林業への就業希望者等を対象に、造林や保育の実施に必要な現場技術者を確保する

ため、「林業サポーター確保研修」を開催します。 
 

【漁業】 

秋穂地区の漁業者が実施しているマガキの養殖については、引き続き収益向上のた

め、安定した種苗確保体制の構築、生食用出荷の海域指定に向けた取組及び販売促進

に係る取組を支援します。 

ヒジキ増産に取り組んでいる漁業者については、引き続き安定して増産できるよう

になるまで支援し、必要に応じて機器整備等の補助事業を提案します。 

当地区においては法人化するべき大規模な漁業者が少なく法人経営体の増加は難

しいため、新たな漁業者グループの掘り起しが課題となっています。中核経営体の育

成を図るには、漁業所得を向上・安定させる必要があるため、漁獲物の付加価値向上

など所得向上・安定に繋がる研修会等を開催するとともに、多数の出席となるよう、

その周知の徹底等に取り組みます。  
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（２）「農林業の知と技の拠点４」等を核とした農林漁業新規就業者の確保・定着 
 

  目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

新規就業者数      

 
うち農業         （人） 20/年 31/年 55/2年 81/3年 80/4年 

うち林業 ※１        （人） 35/年 80/2年 121/3年 161/4年 200/5年 

うち漁業 ※２        （人） 8/年 10/年 18/2年 25/3年 32/4年 

※１：県域の数値 
※２：山口農林水産事務所水産部管内(下松市～山陽小野田市) の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 
 

【農業】 

農業大学校生の現地研修を支援し法人就業に繋げました。 

県や農業団体が実施する就農相談会や個別相談を通じて、産地の状況や各種支援策

の紹介、中核経営体とのマッチングを行いました。また、就農希望者へは体験研修の

調整や個別に就農相談を実施しました。 

山口市南部のイチゴ新規就農者を対象に、円滑な就業に向けた技術指導を行いまし

た。 

【新規就農者への技術指導（イチゴ）】 【徳地ピーマン部会の新規就農者呼び込み】 

【インターンシップ（原木市場見学）】 【山口県漁業就業支援フェア】 
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山口あぶトマト部会阿東支部での新規就農者に対し、部会での講習会や個別巡回・

個別反省会を開催し、次年度の課題と対策を共有しました。 

徳地ピーマン部会については就農希望があり、部会での新規就農者呼び込みについ

て支援しました。 

就農５年以内の新規就業者をリスト化し、山口市・防府市それぞれで定例的に現地

確認や新規就農担当者会議を開催し、生産・経営状況等について情報共有を行うとも

に、必要に応じて対応策を協議や技術指導を行いました。 

 

【林業】 

就業促進専門チーム５による山口農業高校の生徒を対象とした林業事業体の職場見

学、林業体験等のインターンシップを実施するとともに、就業説明会を開催しました。 

やまぐち森林担い手財団と連携し、林業への就業に興味を持つ県外在住者等を対象

に、現場見学会や就業相談会を開催しました。 

新規就業者に対しては、森林整備に関する基礎的研修、立木伐採などの実践研修の

受講を勧め、キャリア形成が円滑に進むよう各種研修の受講を支援しました。 

 

【漁業】 

新たな就業希望者を募るため、９月に開催された山口県漁業就業支援フェアに大海

支店、吉佐支店（中浦支所）が出展し、２名が短期研修を経て、11月から２年間の漁

業研修を開始しました。 

就業３年以内の２名にチャレンジ漁業総合支援事業の活用を支援しました。 

 

今後の対応 
 

【農業】 

産地における新規就業者の受入体制を強化するとともに、新規就業者の募集や個別

相談、就農計画作成支援等の活動を行います。 

農業大学校ややまぐち就農支援塾等「農林業の知と技の拠点」を活用し、法人就業

希望者と農業法人とのマッチングを行います。 

新規就農者に対しては、引き続きサポートチームによる現地指導等を行います。 

 

【林業】 

関係機関と連携してインターンシップや就業相談会を行うとともに、就業前、就業

後に様々な研修等を実施し、林業従事者としてのキャリア形成を引き続き支援します。 

 

【漁業】 

長期漁業研修生については、全員が漁業就業に至るよう引き続ききめ細やかなサポ

ートを行います。 

就業後間もない者には、チャレンジ漁業総合支援事業による支援金を給付します。 

両者に漁協青壮年部活動や各種研修会への参加を促すことで、仲間・ネットワーク

づくりを促進し、漁業定着率の向上を図ります。 
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【お互いの生産物を持ち寄った調理実習】 【SNS での情報発信研修】 

 （３）農山漁村女性リーダー・やまぐち農林漁業ステキ女子６の育成  
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2024年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

やまぐち農林漁業ステキ女子数（人） 6 12 16 
 

17 11 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 
 

農業経営に参画し、経営確立や経営発展を目指す若手女性農業者や法人女性就業者

を対象に「山口防府地域農業女子研修会」を開催し、各経営体の課題解決に対応する

ため、販路拡大につながるＳＮＳでの情報発信について学んだり情報交換を行いまし

た。また、「ステキ女子プロジェクト活動７」や「女性が働きやすい農林漁業経営体づ

くりセミナー」への参加を通じて対象経営体の課題解決に取り組み、農場内の整理整

頓や男女別トイレ・更衣室の整備などＧＡＰの考え方に沿った働きやすい環境づくり

等を推進しました。 

 
 

今後の対応 
 

引き続き若手女性農業者等を対象に、研修会を通じた経営力の向上や女性の経営参

画を推進するとともに、各経営体の経営発展に繋がる取組を支援します。 

また、研修会への参加誘導や他団体との連携を通して、農村女性リーダー(農村生

活改善士８等)を発掘し、生産活動や地域活動を牽引する女性リーダーを育成します。 
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 ２ 域内県産農林水産物のさらなる需要拡大 
 （１）デジタル技術等を活用した地産・地消の取組強化 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

地産・地消推進拠点の新規設置数 

（店舗） 
－ 4/年 10/2年 14/3年 13/4年 

地元食材等の動画作成本数    

（本） 
25 39 47 53 38 

学校給食における 

地場産（県産）食材利用率  （％） 
71.5※１ 75.2 73.5 72.3 72 

県産木材供給量     （万㎥/年） 4.5 5.1 6.0 6.5 5.3 

  
  ※１：2018 年度から 2021 年度の平均 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組・成果 
 

地元食材を使った地産・地消メニューを提供するやまぐち食彩店として３店舗、県

産花きを販売する販売協力専門店として１店舗を新たな地産・地消推進拠点として開

設しました。 

旬の果物の活用法を紹介するクッキング動画を SNSで発信した他、給食で使われる

【販売協力専門店の開設】 

【Instagram での動画配信】 【木造施設の視察研修】 

【栄養教諭の産地見学会】 
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ことの多い野菜（ホウレンソウ、ハクサイ）の栽培過程を児童に紹介する動画の作成

を行い、地元農産物の魅力を発信しました。 

学校給食の献立を作成する栄養教諭と生産者との相互理解を促進するため、山口市

では、栄養教諭７名がトマトとイチゴのほ場を訪問し、生産状況を視察しました。ま

た、防府市では生産者１名が学校給食センターを訪問して栄養教諭２名と意見交換を

行うことで、給食への地元農産物の活用を推進しました。 

防府市の小松菜について、販売協力店での県産農林水産物サポーターを活用した販

売を行いました。 

 

山口流域の県、市、林業関係団体等で組織された山口流域林業活性化センターが主

催する「木材公共施設等研修会」において、県産材を活用して整備された「防府市役

所新庁舎」を視察研修し、非住宅等への県産木材の利用推進に向けて理解を深めまし

た。 

 

今後の対応 
 

新たな地産・地消推進拠点を開拓し、より生産と需要拡大がつながる需給連携の取

組を進めます。また、デジタルツールを活用した地産・地消推進拠点への来店誘導を

図り、地元農産物の消費拡大に取り組みます。 

また、県産品や旬の地元食材の認知度向上のためのＰＲ等を実施し、さらに地産・

地消を推進します。 

栄養教諭に県産農林水産物の情報提供を行い、食材利用率の向上につなげるととも

に、子ども達への食育を通じて農水産物への理解促進を図ります。 

県産木材の需要創出を図るため、引き続き民間・公共建築物の木造化を推進します。 
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 （２）６次産業化・農商工連携の取組強化 
 
   目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

６次産業化・農商工連携による 

新規取引件数      （件） 
― 10/年 24/2年 41/3年 20/4年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 
 

県や市の事業を活用して新たな商品が開発され、「やまぐちグッと産品」（やまぐち

６次産業化・農商工連携商品登録制度の登録商品）として 17商品が登録されました。 

これらの商品や管内での６次産業化・農商工連携の取組について、山口地域 6次産

業化・農商工連携推進会議の構成機関・団体で情報共有を図りました。 

 

今後の対応 
 

事業者からの相談に対し、山口地域６次産業化・農商工連携推進会議の構成機関・

団体が連携し対応できる体制を維持するとともに、ぶちうまやまぐち推進課ややまぐ

ち６次産業化・農商工連携サポートセンター、農林業知と技の拠点（オープンラボ）

とも連携して対応します。  

 

  

【令和７年度に開発された新商品の例】 

やさしい小いわし 長門ゆずきちマーマレード ぽんドーナツ（きな粉） 
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【タマネギ高性能収穫機】 

３ 需要の変化に対応した持続可能な生産供給体制の確立 
 （１）実需者のニーズに応える農畜産物の結びつき強化・生産拡大 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

戦略作物９の作付面積    （ha） 2,613 2,850 2,765 2,489 2,907 

産地パッケージ計画 10に基づく 

施設園芸の拡大面積    （ha） 
－ 0.07/年 0.7/2年 1.1/3年 3/4年 

加工・業務用園芸品目の生産量  

（ｔ） 
139 127 183 103 204 

県オリジナル品目の生産量      

 

せとみ(ゆめほっぺ) （ｔ） 4 6.8 0.8 6.7 7 

リンドウ     （千本） 15 29 16 21 200 

ユリ        （千本）  2  0.8 14 8.5 120 

やまぐち和牛 11出荷頭数   （頭） 628 637 652 716 668 

飼料作物収穫面積      （ha） 691 1,016 966 805 712 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【カンキツ園に設置した防蛾灯】 【水稲の乾田直播】 

【オリジナルユリの試作】 
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【高能力牛の受精卵採取】 【ゲノミック検査(毛根遺伝子の採材)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 

【農業】 

水稲については、米価の高騰に伴い主食用米の作付けが増加したことから、加工用

米や飼料用米の作付けが減少しました。 

また、大規模な中核経営体において育苗作業がコストや労力の面で負担となってい

ることから、育苗作業の不要な直播栽培の現地実証を行い、労力やコスト低減の効果

と技術を導入する上での課題を確認しました。 

麦については、排水対策や病害虫防除等の基本技術の栽培指導により生産量を確保

するとともに、衛星データを活用した開花期追肥により品質向上に努めました。また、

近年問題となりつつある縞萎縮病に耐性のある品種の試験栽培に取組ました。 

大豆については、播種や収穫作業の遅延、高温による着花不良が生じる中、病害防

除と雑草対策を重点的に指導し、収量確保に努めました。 

加工・業務用園芸品目については、「山口県加工・業務用キャベツ等生産出荷協議

会」と連携し、販売先を確保してキャベツの作付けを推進しましたが、青果用の単価

が高かったため、加工用の数量は減少しました。 

タマネギの生産拡大に向けて、高性能収穫機等の導入による省力化および作期分散

を図るため、４月収穫の早生品種の試験栽培に取り組みましたが、年明けから春先に

かけての低温の影響により、小玉となり収量が低下しました。 

施設園芸については、関係機関及び各生産部会と連携した新規就農者の確保、受入

体制整備を行い、施設野菜の栽培面積は 40ａ拡大しました。また、夏期高温による着

果不良や生育不良に向けた技術対策について各生産部会へ情報提供を行い、生産安

定・品質向上に努めました。 

せとみは、単収向上を図るため、摘果等の技術指導やモデル展示を行うとともに、

近年問題となっているヤガへの対策として防蛾灯の効果を確認しました。 

オリジナル花き（リンドウ・ユリ）については、新たな作型の提案等による新規栽

培者の確保やＪＡと連携した共同販売による有利販売により、生産量の増加や販売単

価の向上に向けた取り組みを推進しました。 

 

【畜産】 

やまぐち和牛燦（きらめき)12 の需要に応えるため、高能力牛の受精卵採取やゲノ

ミック検査、機械導入を支援し、子牛や肥育牛の高品質化を推進しました。 

国際情勢等の影響を受けにくい県産飼料への転換を推進するため、飼料の生産や流

通に必要な機械の導入を支援するとともに、飼料作物の栽培及び家畜への給与等の技

術指導を行いました。 



 

- 11 - 
 

 

今後の対応 

【農業】 

結びつき米の安定供給が図られるよう、引き続き斑点米カメムシ類等の病害虫対策

を徹底するとともに、安定生産と生産コスト低減に向けた栽培技術確立のための技術

改善に取り組みます。 

麦では、引き続き需要に応じた麦種・品種の作付けやパン用小麦等の品質向上等、

実需の要望に応えられる産地の維持拡大を図ります。 

大豆は、排水対策や病害虫防除、雑草対策等の栽培指導を実施し、収量・品質の向

上を図ります。 

野菜は、関係機関及び各生産部会と連携しながら、産地パッケージ計画に基づく新

規就農者の確保や集出荷拠点施設等の整備に向けた支援を行うことで、栽培面積拡大

を目指します。また、販売先を確保した作付けと機械化一貫体系の導入による省力化

を推進し、中核経営体における土地利用型野菜の栽培面積拡大を目指します。 

せとみは、生産量を確保するため、引き続き樹勢維持と隔年結果防止が期待できる

半樹別交互結実法の普及を推進するとともに、低温対策や病害虫防除の指導に努めま

す。 

オリジナル花きは、集落営農法人等を中心に、地域や品種特性を考慮した作型の提

案により、新規栽培者の確保に向けた取り組みを推進します。 

 

【畜産】 

「やまぐち和牛燦」の生産拡大に向けて、高品質な子牛の生産や、肥育牛の高品質

化に資する取組を支援します。 

飼料の生産や流通に必要な機械の導入支援や耕畜連携の推進による飼料作物の生

産拡大により、安定した畜産経営を推進します。 
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（２）需要に応える木材供給力の強化 
 
   目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年 

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

県産木材供給量【再掲】（万㎥/年） 4.5 5.1 6.0  6.5 5.3 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【ＪＶ視察】 
（国有林の省力化・低コスト化林業現地） 

【ＪＶの林地残材回収・運搬の実践】 

【ＪＶ視察】 
（先進地の主伐再造林一貫作業現地） 

【ＪＶ視察】 
（先進地の林地残材のチップ化） 

【山口市北部地区木材安定供給協議会】 
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取組・成果 

 
令和６年度設立の山口地域「やまぐちフォレストＪＶ」推進協議会 13において、事

業体の連携による収益向上や低コスト再造林の推進に向けて、主伐再造林一貫作業 14、

地拵えや下刈の省力化、林地残材の活用について、取組状況の確認のため視察等を実

施しました。 

また、主伐後に機械地拵えを実施した事業地において、林地残材の回収・運搬の実

践・検証を行いました。 

山口北部木材センター(山口市阿東徳佐下)を核として、防府バイオマス発電所への

山口地域産木質バイオマスの安定供給体制を確立するため、「山口市北部地区木材安

定供給協議会」を開催しました。 

 
 

今後の対応 
 

主伐から再造林までの一貫作業や森林資源の有効活用の拡大により構造的な収益

向上を目指す、新たな林業経営モデル「やまぐちフォレストＪＶ」の構築に向けて、

各事業体の連携作業による効果的な体制の検討や低コスト作業システムを実践しま

す。 

県産木材の集積流通拠点となる山口北部木材センターへの原木の安定供給を推進

する「山口市北部地区木材安定供給協議会」の開催等により、森林組合等の川上側と

製材工場等の川下側の情報を共有し、地域産木材の安定供給を推進します。 

スマート林業技術の現地実装に向けた取組を推進します。 

木材供給体制を強化するため、建設業等異業種の林業への新規参入など、新たな林

業事業体の育成を支援します。 
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【ほろ酔いあゆのＰＲ】 

【市場における種苗放流効果調査】 

 （３）海洋環境の変化も踏まえた水産資源の管理強化と生産体制の確立 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 
2021年

（R3） 
（基準） 

2023年

（R5） 
（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 
（目標） 

基幹漁業及び養殖業の新興件数  

（件） 
0 1/2年  1/3年 1/4年 1/5年 

やまぐちほろ酔い酒粕養殖魚 

生産尾数       （千尾） 
0 1/2年  2/3年 3.2/4年 6/5年 

アユ生産量※１       （ｔ) 13※２ 25/2年 41/3年 55/4年 80/5年 

※１：県域の数値 
※２：基準年は 2020 年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 
 

種苗放流や小型魚保護など生態・成長に応じた資源管理を通じ、需要のある魚種の

生産拡大を進めるとともに、「やまぐちほろ酔い酒粕養殖魚 15」の養殖を推進しました。 

種苗放流については、海面では多くの種類の種苗を放流するとともに、河川では冷

水病に強い県内河川由来の県産アユ種苗を放流しました。 

小型魚の保護については、漁業者と遊漁者に対して、山口県漁業調整委員会指示に

よる採捕禁止（キジハタ 30㎝未満、トラフグ 20㎝以下）について、市場調査等によ

り周知しました。 

アユ等を大量に捕食し、内水面漁業に大きな悪影響を与えているカワウの駆除、追

い払いを行い、漁業資源の管理に努めました。 

【河川へのテグスの設置】 

（カワウ被害防止） 

【キジハタの種苗放流】 
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2025年山口・防府地区種苗放流実績      2025年山口・防府地区カワウ追払実績 

 種名 放流数（千個体） 

魚類 

 

キジハタ 11.5 

カサゴ 22.0 

ヒラメ 40.0 

（山口県栽培漁業公

社放流分 355.9） 

トラフグ  7.0  

マコガレイ 15.0 

あまだい類 5.0 

ウマヅラハギ 4.2 

メバル 3.0 

甲殻類 

 

クルマエビ 800.0 

ガザミ 190.0 

貝類 アワビ 9.0 

 

 

今後の対応 
 

依然として漁獲量は減少傾向にあることから、種苗放流、小型魚保護等の資源管理

の取組みを継続するとともに、種苗放流については、より高い効果が得られるよう、

放流場所の見直し等を進める必要があります。 

引き続き「やまぐちほろ酔い酒粕養殖魚」の養殖を推進するとともに、内水面にお

いては、カワウの食害による悪影響が大きいことから、駆除、追い払いを継続する必

要があります。 

 

  

月 日数 追払数（羽） 

4 21 908 

5 5 136 

6 13 229 

7 8 60 

8 9 112 

9 10 188 

10 6 237 

11 1 101 

12 0 0 

計 73 1,971 
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（４）安心・安全な農林水産物の供給 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 
2021年

（R3） 
（基準） 

2023年

（R5） 
（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 
（目標） 

国際水準ＧＡＰ16の認証件数  

（件） 
5 5 5 5 6 

やまぐち高度衛生管理農場認定数

（農場） 
2 2 2 2 3 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 

【農業】 

ＧＡＰ17については、ＪＧＡＰ認証を取得した集落営農法人等の認証の維持・更新

の審査に対応しました。 

ＧＡＰの考え方に沿った現地指導を受け、自らの改善点を洗い出して働きやすい環

境づくりを進める法人等の取組を支援しました。 

 

【畜産】 

「やまぐち高度衛生管理農場 18」に認定されている農場の衛生管理状況について現

況を確認し、作業工程や記録文書の保管方法の改善について協議しました。 

また、現在ガイドラインが策定されている肉用鶏、採卵鶏及び乳用牛の農場に対し

て、新たな取組農場の掘り起しを行いました。 

 

【漁業】 

農林水産省が作成した水産用医薬品に関するルールや承認情報等をまとめたパン

フレットを養殖業者に配布し、適正使用を指導するとともに、養殖場実態調査により、

海面養殖業における飼育状況、水質や底質などの漁場環境を調査しました。 

 

 

今後の対応 

【農業】 

ＧＡＰの普及に向け、ＧＡＰに関心のある集落営農法人等に対してＧＡＰの手法を

【やまぐち高度衛生管理認定農場現地確認】 【GAP の考え方に沿った現地指導】 
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活用した作業現場改善の取組を支援するとともに、ＪＧＡＰ認証取得を目指す中核経

営体・団体等に対して支援を行います。 

 

【畜産】 

「やまぐち高度衛生管理農場」の認定を受けている２農場について、国が推進する

農場ＨＡＣＣＰ19への取組を支援します。また、新規取組農場の掘り起しを行います。 

 

【漁業】 

水産用医薬品の適正使用指導や養殖場調査により、養殖魚介類の安心・安全の確保

と養殖漁場の環境保全を図ります。 
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 （５）防疫体制の強化 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 
2021年

（R3） 
（基準） 

2023年

（R5） 
（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 
（目標） 

特定家畜伝染病防疫研修の開催 

（回） 
1 1/年 2/2年 3/3年 4/4年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 

【農業】 

水稲では稲作情報や JAの「米作り LINE」を活用し、イネいもち病等の適期防除の

指導を行いました。 

麦の赤カビ病や多発生したカメムシの注意喚起を行い被害軽減に努めました。 

 

【畜産】 

高病原性鳥インフルエンザの発生予防対策強化のため、農家や畜産関係者を参集し、

野鳥の飛来防止対策に関する研修会を開催しました。また、万一の発生に備え、集合

基地や仮設基地及び消毒ポイントの運営研修を実施し、問題点に対する改善策を検討

しました。 

 

【漁業】 

コイヘルペスウイルス病の発生はありませんでした。 

赤潮については、周年、モニタリング調査を実施しました。管内では有害赤潮プラ

ンクトンであるヘテロシグマ・アカシオの発生による赤潮注意報を２回、カレニア・

ミキモトイの発生による赤潮注意報を１回発令し、漁業関係者に速やかに情報提供す

ることにより被害防止に努めました。 

今期は、赤潮発生に伴う漁業被害は発生しませんでした。 

 

今後の対応 

【農業】 

引き続き病害虫防除所の情報等をもとに病害虫の発生状況を確認し、適期情報を提

供することで適切な防除を指導します。また、トマト黄化病、トマトキバガやなし、

りんごの火傷病等新たな脅威となる病害虫について今後の動向を注視し、必要な対策

を講じます。 

 

【特定家畜伝染病防疫研修(実習)】 【赤潮モニタリング調査】 
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【畜産】 

引き続き農場に対し、最新の知見に基づく畜舎内への野生動物侵入防止対策などの

飼養衛生管理を指導し、家畜伝染病の発生予防に努めるとともに、万が一の発生に備

え、関係団体との連携強化を図ります。 

 

【漁業】 

河川等におけるコイのへい死情報に迅速に対応することで、コイヘルペスウイルス

病のまん延防止を図ります。 

赤潮については、夏期を中心に定期モニタリング調査等を実施し、漁業関係者に迅

速に情報提供等することで、赤潮による漁業被害の防止や軽減に努めます。 
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 （６）カーボンニュートラルに貢献する持続可能な農林水産業の推進 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

有機農業面積        （ha） 
(R2) 
42 

(R4) 
54 

(R5) 
53 

(R6) 
68 

59 

家畜排せつ物（農業利用仕向け量）
※１                   （千ｔ） 

375 355 350 326 409 

飼料作物収穫面積【再掲】  （ha） 691 1,016 966 805 712 

再造林率          （％） 26※２ 58 61 34 50※３ 

藻場・増殖漁場整備※４   （箇所） 9 18 21 21 21 

 
※１：県域の数値 

    ※２：2019（R 元）（R2）と 2020(R2)年度の平均 

    ※３：2022（R4）から 2026（R8）年度までの平均 

    ※４：柳井から小野田市までの数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【伐採跡地の再造林】 

【耕畜連携に向けた取組推進(飼料用米視察)】 

【飼料用とうもろこし WCSの利用】 

【自動抑草ロボット】 
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取組・成果 
 

【農業】 

有機栽培で問題となる雑草対策として、農林総合技術センターと連携し、スマート

農機である自動抑草ロボットを試用し、その効果や機械の導入にあたっての問題点を

確認しました。 

 

【畜産】 

堆肥の有効活用と耕畜双方に利益をもたらす新たな耕畜連携の定着に向けて、酪農

農業協同組合を中心に飼料用とうもろこし WCSの生産実証・給与実証に取り組みまし

た。 

 

【林業】 

令和６年度設立の山口地域「やまぐちフォレストＪＶ」推進協議会において、事業

体の連携による収益向上や低コスト再造林の推進に向けて、主伐再造林一貫作業、地

拵えや下刈の省力化、林地残材の活用について視察等を実施しました。 

素材生産事業者と森林組合による「木材の生産及び再造林に関する協定」を活用し、

伐採跡地の再造林を推進しました。 

山口市北部地区木材安定供給協議会の開催等を通じて、防府バイオマス発電所等へ

の木質バイオマスの安定供給を図りました。 

 

【漁業】 

キジハタ、メバル、カサゴ等を対象とした魚礁を大海湾に設置しました。 

 

今後の対応 
 

【農業】 

水田での抑草に効果が期待される自動抑草ロボットについて、引き続き農林総合技

術センターと連携して試験を行い、導入の問題点を改善することで、エコ 100栽培で

の有効活用に取り組みます。 

 

【畜産】 

引き続き、環境負荷低減による持続可能な畜産物生産を目指し、畜産農家の需要に

応じた飼料作物の生産に向けて、現地実証等を通じて、畜産農家と耕種農家の連携を

推進します。 

 

【林業】 

主伐再造林一貫作業の普及、低密度植栽や成長が早く材質等に優れるエリートツリ

ー20等の活用による森林資源の循環利用を促進します。 

山口市北部地区木材安定供給協議会の開催等を通じて、防府バイオマス発電所等へ

の木質バイオマスの円滑な供給を推進します。 

 

【漁業】 

キジハタ、メバル、カサゴ等を対象とした魚礁を、引き続き大海湾に設置します。  
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【トマトハウスの環境測定装置】 

（７）「農林業の知と技の拠点」等で開発された「デジタル技術等」の普及 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 
デジタル技術を導入した 

農業中核経営体     （経営体） 
41 44 46 50 80 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 
 

イチゴでは、引き続きハウス内に環境測定機器を設置している生産者を対象に勉強

会を開催し、生産者が情報交換することで技術力の向上につながりました。また、新

たにトマトのハウスに環境測定装置を設置し、研修会で生産者に装置の活用方法につ

いて情報提供しました。 

温度や湿度等の環境データを活用し、病害虫の発生を抑制するための栽培管理指導

を行いました。 

小麦の品質を向上させるため、「やまぐちの麦ＤＸ活用推進事業」により、衛星デ

ータ等から農地ごとに追肥の施用時期と量を推測した図を活用し、栽培指導を行うと

ともに、営農支援システムの活用支援を行いました。 

 

鳥獣対策では、山口市仁保地区で農林総合技術センターが行うドローンを活用した

サル追払実証を支援しました。 

 

今後の対応 
 

イチゴ等園芸品目については、生産者に環境測定装置の活用に関する情報提供を行

うとともに、勉強会への参加を促し栽培技術の向上を支援します。 

小麦については、高品質かつ安全なものを生産するため、衛星データ等を病害の防

除指導に活用します。 

今後も各種スマート農業機械等の導入による省力化・高品質化栽培技術の実証・普

及を図ります。 

 

鳥獣対策は、デジタル技術等を活用して、効果的な追い払いや群れの構成に応じた

捕獲圧の検討等の対策を進めます。  

【自動操舵田植え機の実演】 
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４ 産地の維持・拡大に向けた基盤整備と防災力強化 
 （１）生産性を高める基盤整備 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 

区画整理面積       （ha） 5,660 5,721 5,746 5,775 5,832 

水田高機能化面積     （ha） 626 659 674 681 758 

藻場・増殖漁場整備【再掲】（箇所） 9 18 21 21 21 

長寿命化施設(着手)     
 

 

 

うち農業施設      （箇所） 8 12 12 13 12 

うち林業施設（林道）  （箇所） 1 2 2 2 2 

うち漁業施設      （箇所） 8 10 10 10 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

取組・成果 
 

【農業】 
集落営農法人等への農地集積や高い土地利用率の実現を図るため、黒潟地区、奈美

地区をはじめ６地区で 29ha の区画整理を行い、区画整理未実施地域では、事業化に
向けた地域合意形成への支援を行いました。 

野菜等の高収益畑作物の導入や生産拡大を図るため、川西中地区で 7haの水田高機
能化を行いました。 

 
【林業】 

林業事業体や市による搬出間伐や主伐の効率化、生産性の向上に必要な森林作業道
等の路網を整備しました。 

 

【水田高機能化】 【区画整理（ほ場整備)】 
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【漁業】 

キジハタ、メバル、カサゴ等を対象とした魚礁を大海湾に設置しました。また、漁
港施設の機能を保全、長寿命化に向けた事業を推進しました。 
 

 
今後の対応 

 
【農業】 

中核経営体等への農地集積、土地利用率の向上、高収益作物の導入を推進するため、
農地中間管理機構等と連携し、区画整理や水田高機能化などの生産基盤整備を計画的
に進めていきます。 

 
【林業】 

林道施設の長寿命化に向けて、引き続き、改修・更新等の事業を推進します。 
森林作業道等の路網整備など木材生産基盤の整備を推進します。 

 
【漁業】 

キジハタ、メバル、カサゴ等を対象とした魚礁を引き続き大海湾に設置します。 
山口市、防府市には 11の漁港があり、そのうち７漁港（西浦、中浦、牟礼、向島、

野島、秋穂、山口漁港）の漁港施設及び３漁港（西浦、富海、向島漁港）の海岸保全
施設について長寿命化事業に着手しています。計画に基づき必要な維持管理・更新等
を推進していきます。 
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 （２）鳥獣被害防止対策の強化 
 
   目標と実績 
 

目 標 項 目 
2021年

（R3） 
（基準） 

2023年

（R5） 
（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 
（目標） 

鳥獣による農林業被害額  

（百万円/年） 
18 19 23 20 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・成果 
 

イノシシ等侵入防止柵の設置、捕獲檻の設置、有害鳥獣の捕獲など、集落ぐるみで

の鳥獣被害防止活動を推進しました。 

イノシシ等の侵入防止柵を阿東地区に設置しました。 

サル被害を防止するため、山口市仁保地区において、農林総合技術センターが実施

するドローンを活用したサル追払実証及び、集落ぐるみで被害防止対策を実践する

「モデル集落」の活動を支援しました。 

捕獲した鳥獣の有効活用が可能なジビエ 21の普及啓発のため、山口農高において講

義と調理実習を実施するとともに、マスコミを通じた情報発信を行いました。 

 

今後の対応 
 
    １地区でイノシシ等の侵入防止柵の設置を行うほか、ドローンを活用したサルの追

払実証を支援するなど、引き続き鳥獣被害防止対策を進めます。 

また、集落ぐるみの鳥獣被害防止活動を支援・波及させ鳥獣被害の低減を図ります。  

【集落環境調査の様子】 

【山口農高でのジビエ料理実習】 

【ハンティングドローン】 

【ジビエ料理（イノシシの 

デミグラス煮込み）】 
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 （３）やまぐち森林づくり県民税 22等の活用 

目標と実績 
 

目 標 項 目 
2021年

（R3） 
（基準） 

2023年

（R5） 
（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 
（目標） 

荒廃森林の整備面積   （ha/年） 56 56 54 59 56 

 

 

 

 

取組・成果 
 

やまぐち森林づくり県民税を活用して、荒廃したスギ・ヒノキ人工林の間伐や繁茂

竹林の伐採など森林機能の回復・再生に積極的に取り組むとともに、市が実施主体と

なって森林整備を推進しました。 

森林経営管理制度 23に基づき市が行う森林所有者意向調査や、その調査結果を踏ま

え、森林環境譲与税 24を活用した森林整備を推進するために、県、市、森林組合で構

成される山口地域森林管理支援センター会議を開催するとともに、市における森林経

営管理制度の適切な運用を支援するために組織された、やまぐち森林経営管理サポー

トセンターからの指導・助言を受けました。 

 

今後の対応 
 

やまぐち森林づくり県民税を活用し、荒廃森林の整備や繁茂竹林の伐採の継続、多

様な実施主体による里山等の整備を推進するとともに、県民が森林と関わり合う仕組

みづくりや情報発信に取り組みます。 

森林経営管理制度を適正に運用し、市が実施する森林環境譲与税を活用した森林整

備等の取組を推進します。  

【強度間伐の実施】 【繁茂竹林の整備】 【景観の整備】 

入替予定 
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 （４）農山漁村の持つ多面的機能の維持 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 
多面的機能支払取組面積 

(農地維持支払)        （ha） 
5,945 5,964 5,868 5,709 6,380 

中山間地域等直接支払取組面積（ha） 2,184 2,239 2,243 1,975 2,293 

山口型放牧の新規拡大面積  （ha） 14.7/4年 35.4/年 35.7/2年 35.7/3年 10/4年 

再造林率【再掲】      （％） 26※１ 58 61 34 50※２ 

間伐面積        （ha/年） 580※３ 560 537 490 610 

       ※１：2019（R 元）と 2020（R2）年度の平均 

      ※２：2022（R4）から 2026（R8）年度までの平均 

    ※３：2018（H30）から 2021（R3）年度までの平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山口型放牧（視察の様子）】 【森林整備（保育間伐）】 

【中山間地域等直接支払制度】 

（共同草刈り） 

【多面的機能支払制度】 

（水路の泥上げ） 
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取組・成果 
 

【農業】 

農業者の減少や高齢者等により集落を支える人材が不足している状況の中、多面的

機能支払制度及び中山間地域等直接支払制度の継続に向けて関係機関の支援を行い

ました。 

 

【畜産】 

耕作放棄地等での山口型放牧については、耕畜のマッチングを図り、新規放牧や面

積拡大の推進と併せて積極的に視察を受け入れ、取組を広く PRしました。 

 

【林業】 

森林の有する公益的機能の維持・発揮と森林資源の循環利用促進のため、再造林・

間伐等の森林整備を推進しました。 

 

【漁業】 

吉佐地区の漁業者が、赤潮のモニタリングや不審船の監視等を行って、海洋環境の

保全や海の安全確保を推進しました。 

 

今後の対応 
 

【農業】 

多面的機能支払制度及び中山間地域等直接支払制度の継続に向けて、引き続き関係

機関を支援し、活動組織の広域化や体制の強化(リーダー等の確保)を促進します。 

 

【畜産】 

耕作放棄地解消や獣害軽減対策の取組として、山口型放牧を推進します。 

 

【林業】 

「やまぐち伐採と造林の連携等の手引き」を活用し、低コスト再造林技術の定着を

図ります。 

森林が有する土砂災害防止、水源かん養等の公益的機能が維持・発揮されるよう、

適切な森林整備を推進します。 

 

【漁業】 

漁場生産力・水産多面的機能強化対策事業を活用し、赤潮のモニタリングや不審船

の監視等の活動により、海洋環境の保全や海の安全確保を推進します。 
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（５）防災・減災機能の強化 
 

目標と実績 
 

目 標 項 目 

2021年

（R3） 

（基準） 

2023年

（R5） 

（実績） 

2024年

（R6） 

（実績） 

2025年

（R7） 

（実績） 

2026年

（R8） 

（目標） 
防災重点農業用ため池の整備箇所 

（箇所） 
299 314 326 333 351 

頭首工の改修       （箇所） 24 27 29 30 29 

排水機場の改修      （箇所） 29 29 29 29 31 

治山ダム等の整備     （地区） 215 222 226 227 235 

長寿命化施設(着手)       

 

うち農業施設【再掲】 （箇所） 8 12 12 13 12 

うち林業施設（治山） （箇所） 3 8 8 9 5 

うち漁業施設【再掲】 （箇所） 8 10 10 10 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【森林整備（保安林の整備）】 【治山ダムの整備】 

【ため池点検パトロール】 【ため池の改修】 
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取組・成果 
 

【農業】 

ため池関係者等との緊密な連携によるため池点検パトロールを実施し、ため池の現

状把握、適正な管理方法や非常時の対応等の指導・助言を行うなど、被害の未然防止

や防災意識の向上を図るとともに、危険ため池の解消に向けた防災工事（改修・廃止

工事）を推進しました。 

洪水被害の未然防止のため、取水時及び洪水時の操作が困難な頭首工の整備・改修

を進めました。 

 

【林業】 

2021年（令和 3年）の豪雨による被災地域を中心に、森林へ復旧させるための治

山ダム工や、保安林の公益的機能の維持・増進を図るための、本数調整伐等の森林

整備を推進しました。 

治山施設の機能強化及び長寿命化に向けた事業を推進しました。 

 

【漁業】 

漁港施設の機能を保全、長寿命化に向けた事業を推進しました。 

 

 

今後の対応 
 

【農業】 

ため池点検パトロールの継続的な実施により、ため池の状況を確認し、決壊による

被害の未然防止や防災意識の向上を図ります。 

ため池防災工事等推進計画に基づくため池の整備・廃止を集中的かつ計画的に推進

するなど、ハード対策とソフト対策の両面から、防災・減災機能の強化を促進します。 

取水時及び洪水時の操作が困難な頭首工の整備・改修を計画的に進めます。 

 

【林業】 

豪雨による森林の被災地を中心に治山施設の計画的かつ効果的な整備と保安林の

適切な指定・管理を図ります。 

治山施設の機能強化及び長寿命化のために、計画に基づき点検及び適切な維持管

理・更新等を推進します。 

 

【漁業】  

山口市、防府市には 11の漁港があり、そのうち７漁港（西浦、中浦、牟礼、向島、

野島、秋穂、山口漁港）の漁港施設及び３漁港（西浦、富海、向島漁港）の海岸保全

施設について長寿命化事業に着手しています。計画に基づき必要な維持管理・更新等

を推進していきます。 
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Ⅱ 用語解説                           
 

1中核経営体 

農業経営体で法人格を有する経営体のこと。 

 林業認定事業体、漁業士や漁業経営法人など、持続的かつ安定的な農林漁業経営を実践し、後

継者を育成するとともに雇用の受け皿となり、地域をけん引する経営体のこと。 

2集落営農法人 

 農業経営基盤強化促進法第 19条に基づく地域計画（人・農地プラン）の「地域内の農地を担う

者」に位置付けられた農業中核経営体のこと。 

3林業サポーター確保研修 

 森林の循環利用に向けて、伐採後の再造林等の実施に必要な造林・保育作業者を確保するた

め、地域の農業者等を対象に林業作業の基礎技術・資格等を習得させるための研修。 

4農林業の知と技の拠点 

 農業試験場、林業指導センターを農業大学校に移転統合し、即戦力人材の育成と先端技術の開

発に一体的に取り組む体制としたもの。令和５年４月供用開始。 

5就業促進専門チーム 

 新規林業就業者の確保に向け、地域単位で県を窓口に、関係市町や森林組合などの林業認定事

業体で構成されており、就業ガイダンスや進路説明会へ参加するとともに、出前事業や事業体で

のインターンシップを実施。 

6やまぐち農林漁業ステキ女子 

 県域または地域で実施する「ステキ女子プロジェクト」に参加し、「経営発展に向けた実践活

動」に取り組む若手女性農林漁業者のこと。 

7ステキ女子プロジェクト活動 

 若手女性農林漁業者自らが、経営発展に向けた問題を発見し、関係者と協力して課題を解決す

る実践活動のこと。活動を通じて女性の能力発揮や経営参画を促進することをねらいとしてい

る。 

8農村生活改善士 

地域農業振興に積極的で、活力あるむらづくりの推進役となり、かつ、農村の女性対策等に理解

と情熱を持っている農村女性を山口県知事が認定した者 

9戦略作物 

 水田活用の直接支払交付金の戦略作物助成の対象作物のこと。麦、大豆、飼料作物、ＷＣＳ用

稲、加工用米、飼料用米、米粉用米で構成される。 
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10産地パッケージ計画 

 産地における、新規就業者等の受入・定着へ向けた募集・研修体制、農地・住居の確保、施

設・機械設備、及び産地の規模拡大等の生産体制強化に関する総合的な計画のこと。 

11やまぐち和牛 

最終肥育地及び全飼育期間の 1/2以上が山口県内で飼育された黒毛和種の牛肉のこと。 

12やまぐち和牛燦（きらめき） 

肉質等級が４以上であり最終肥育地及び全飼育期間の 1/2以上が山口県内で飼育された黒毛和

種の牛肉のこと。 

13山口地域「やまぐちフォレストＪＶ」推進協議会 

 山口地域における林業の収益増大を図り、森林資源と林業経営の持続性の確保に資するため、

主伐から再造林までの一貫作業化や森林資源の有効活用の拡大等により構造的な収益向上を図る

ため、新たな林業経営モデル「やまぐちフォレストＪＶ」の構築支援を目的として令和６年８月

に設立された協議会。 

14主伐再造林一貫作業 

 伐採・搬出作業に使用する林業機械を「地拵」（林地残材の片付け）や「苗木運搬」等にも活

用し、主伐から植栽までの一連の作業を連続又は並行して行うことで作業を効率化し、再造林費

用の削減を図る作業システム。 

15やまぐちほろ酔い酒粕養殖魚 

 山口の地酒の酒粕を餌に混ぜて育てたブランド養殖魚のこと。産学公及び消費者団体で構成す

る「やまぐちほろ酔い養殖業推進協議会」が魚種ごとにブランド基準を策定している。 

16国際水準ＧＡＰ 

 食品安全、環境保全、労働安全、人権保護、農場経営管理の５分野の生産工程管理に取り組む

手法のこと。 

17ＧＡＰ 

 Good Agricultural Practicesの略。「工程管理に基づく品質保証」の考え方を生産現場に導

入し、食品事故等を未然に防ぐための改善活動のこと。 

18やまぐち高度衛生管理農場 

 やまぐち高度衛生管理農場推進協議会が作成した「やまぐち高度衛生管理ガイドライン」に基

づき、高度な衛生管理に取り組む農場 

19農場ＨＡＣＣＰ 

畜産農場における衛生管理をより向上させ健康な家畜を生産するため、危害要因分析・必須管

理点（ＨＡＣＣＰ）の考え方を取り入れ、農場段階での危害要因をコントロールする飼養衛生管

理のこと。 
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20エリートツリー 

 形質や成長に優れた樹木を交配・育成した集団の中から特に優れたものとして選ばれた樹木の

こと。本県では、エリートツリーの中でもさらに厳しい基準をクリアし、農林水産大臣の指定を

受けた品種を種子採取用母樹として使用。 

21ジビエ 

 狩猟等で捕獲した野生鳥獣の肉。 

22やまぐち森林づくり県民税 

 県土保全や水源かん養など多面的な機能を有する森林を県民共通の財産として次世代に引き継

ぐため、荒廃した森林の再生や竹の繁茂防止等の森林整備を重点的に推進することを目的に、

2005（平成 17）年度に導入した山口県独自の税制度のこと。 

23森林経営管理制度 

 平成 30年 5月に森林経営管理法が成立し、市町村が主体となって、適切に経営や管理が行われ

ていない森林について森林所有者に働きかけ等を行うことにより、森林の経営や管理の確保を図

る制度。 

24森林環境譲与税 

 パリ協定の枠組みの下にわが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止等を図るため、

森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から平成 31年３月に創設。 

 


